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作品の募集について

「手作りメッシュかばん」
流田織里枝さん（成羽町羽山）

「
洛
中
洛
外
」
絵
更
紗
染

松
本　
 
幸 
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

み
ゆ
き

「白鳥」折り紙細工

野田 義  計 さん（有漢町上有漢）
よし え

「
万
葉
歌
一
〇
五
三
」
書
道

大
森
多
壽
子
さ
ん（
巨
瀬
町
）

��������	
��������

解説

：

ユニオンビールは１９２２年に
当時の日本麦酒鉱泉株式会社か
ら発売され、特に大正から昭和初
期にかけて人気の高かったビー
ルです。

　この写真の看板は、希少のホーロ
ー看板です。

解説・写真
井上明彦さん（備中町平川）

「丹頂鶴」折り紙細工

江草 孝  美 さん（備中町平川）
よし み



平成１７年（２００５）8月��

二
戸
、
土
地
持
百
姓
一
三
八
人
（「
有
漢
町
史
」）
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
近
世
の
有
漢
郷
六
か
村
の
う
ち
、
長
代
、
川
関
、
垣
の

三
か
村
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
上
有
漢
村
と
な
り
、「
垣
」
地

区
が
そ
の
中
心
で
、
村
役
場
も
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。今
で
も
こ
の

地
域
に
は
共
同
で
ま
つ
る 
外  
荒  
神 
（
屋
外
で
ま
つ
る
）
社
が
残
り
、

そ
と 
こ
う 
じ
ん

昔
の
荒
神
講
（
荒
神
信
仰
）の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。「
垣
元
」

に
も
裏
山
に
沿
っ
た
旧
道
の
ほ
と
り
に
荒
神
社
が
ま
つ
ら
れ
、
年

三
回
の
ま
つ
り
を
し
て
い
て「
荒
神 
下 
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
た

　

「
垣
」
と
い
う
地
名
は
、
大
変
興
味
深
い
地
名
な
の
で
す
が
、

「
垣
」「
柿
」「 
掻 
」
な
ど
の
文
字
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
て
い
ろ
ん
な

か
き

説
が
あ
っ
て
難
し
い
の
で
す
。

　

①
に
は
、
囲
ま
れ
た
場
所
の
意
味
で
、
垣
根
と
か
塀
を
意
味

す
る
も
の
。
蛭
田
禎
男
さ
ん
は
「
有
漢
点
描
」
に
言
い
伝
え
と

し
て
残
る
地
名
説
の
例
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
有
漢
町

史
」
に
「
集
落
と
集
落
の
交
流
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
」
か
ら

と
か
「
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
大
き
な
屋
敷
が
あ
っ
た
」
か
ら
な
ど

の
例
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

②
柿
の
木
が
多
い
と
こ
ろ
。

　

③「
か
け
」「
か
げ
」は
、「
欠
け
」の
意
味
か
ら
来
た 
崩  
崖 
・ 
崩  
壊 

ほ
う 
が
い 

ほ
う 
か
い

地
形
を
意
味
し
、山
や
崖
が
崩
れ
や
す
い
地
域
と
か
過
去
に
よ
く

崩
れ
た
こ
と
の

あ
る
地
域
に
つ

け
ら
れ
る
自
然

地
名
で
、
地
形

か
ら
見
る
と
こ

の
意
味
が
妥
当

な
の
か
も
知
れ

ま

せ

ん
。　

（
文
・
松
前
俊

洋
さ
ん
）

十
、
垣

　

有
漢
町
に
「 
垣 
」
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。県
道
高
梁
旭
線

か
き

を
有
漢
川
に
沿
っ
て
北
東
へ
進
み
土
居
の
集
落
を
過
ぎ
る
と
、
北

か
ら
流
れ
出
る
川
関
川
に
沿
う
県
道
栗
原
有
漢
線
の
分
岐
点

（
川
関
口
）
に
差
し
掛
か
る
。
有
漢
東
小
学
校
や
岡
山
自
動
車
道

の
高
架
橋
が
見
え
る
場
所
で
あ
り
ま
す
。
高
梁
旭
線
の
道
路
に
沿

っ
て
山
を
背
に
し
た
家
並
み
が
「 
垣  
元 
」、「 
垣  
上 
」
と
続
き
、
南
側

か
き 
も
と 

か
き 
か
み

の
丘
陵
に
は
「 
垣  
下 
」の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
こ
の
地
域
が
有
漢

か
き 
し
も

町
有
漢
の「
垣
」地
名
の
中
心
地
域
な
の
で
す
。

　

「
垣
」
付
近
は
、
吉
備
高
原
を 
開  
析 
し
て
流
れ
る
小
さ
な
河
谷
、

か
い 
せ
き

有
漢
川
流
域
の 
河  
成  
段 

か 

せ
い 
だ
ん 

丘 
き
ゅ
う 

面 
と
、
侵
食
さ
れ
た
小
起
伏
の
丘
陵

め
ん

地
形
面
で
、
枝
状
に 
多  
短  
谷 
が
展
開
す
る
地
域
と
で
成
り
、
海
抜

た 

た
ん 
こ
く

二
〇
〇
〜
四
五
〇
�
の
地
域
な
の
で
す
。

　

「
垣
」
の
中
世
は
、「
有
漢
保
」
と
い
う
京
都
天
龍
寺
の
荘
園
だ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
に
な
っ
て
備
中
松
山
藩
領
と
な
っ

た
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
検
地
帳
に
は
、
有
漢
郷
六
か
村
を

あ
げ
、
そ
の
一
つ
に
「
垣
村
」
が
書
か
れ
、
石
高
八
八
一
石
余
り
と

記
録
さ
れ
て
、
慶
長
七
年
の
小
堀
検
地
の
時
の
三
四
九
石
余
り
の

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
庄
屋
は
彦
兵
衛
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
有
漢
町
史
」）
後
の 
延 

え
ん 
享 
元
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
は
伊
勢
亀
山

き
ょ
う

藩
残
領
と
し
て
中
津
井
陣
屋
の
支
配
地
と
な
り
、
幕
末
を
迎
え
ま

す
が
、天
保
五
年（
一
八
三
四
）の「
天
保
郷
帳
」に
よ
る
と
村
の
石

高
八
八
一
石
余
り
と
記
録
さ
れ
、「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」（
慶
応
期

〜
明
治
四
年
＝
一
八
六
五
〜
七
一
）
に
も
同
じ
で
変
化
が
な
い
の

で
す
。当
時
の「
垣
村
」
は
垣
、
小
宗
、
鳥
居
の
木
、
石
寺
、
金
倉
、
加

瀬
尾
、
大
石
、
中
尾
、
奥
谷
、
大
宗
、
有
山
（「
上
房
郡
誌
」）の
地
区

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
元
禄
期
に
は
、
村
の
屋
敷
数
は
一
二

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

髪
の
毛
に
シ
ャ
ボ
ン
の
淡
き
匂
い
す
る
子
達
と
和
太
鼓
今
日
も
打
ち
お
り

 

坂
田　

昭
夫
（
松
原
町
大
津
寄
）

　

物
憂
い
か
梅
雨
の
晴
間
の
庭
に
立
ち 
夫 
は
小
花
を
じ
っ
と
み
つ
め
離
れ
ず

つ
ま

 

田
中　

弘
子
（
川
上
町
領
家
）

　

靖
国
の
兄
に
い
と
こ
に
戦
友
の
犠
牲
を
語
り
次
世
に
託
す

 

原
田　

由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

　

遠
く
住
む
友
よ
り
届
き
し
絵
手
紙
に
熟
れ
て
優
雅
な
甘
柿
ひ
と
つ

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

此
の
秋
は
国
体
と
云
う
花
う
え
て
見
上
げ
る
空
に
ぱ
っ
と
咲
か
そ
う

 

森 
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

　
 
夫 
と 
娘 
と
臥
牛
の
山
肌
登
り
行
く 
は
ず
む
心
と
重
た
き
足
よ

つ
ま 

こ

 

亀
石
恵
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

俳　

句

　

田
草
引
く 
媼 
の
背
撫
で
青
田
風 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

お
う
な

　

年
老
い
ぬ
心
を
語
る
我
子
も
な
く 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

ぼ
け
病
ど
の
人
見
て
も
み
な
我
子 

牧　
 　

久
江
（ 
和 
田 
町 
）

　

朝
顔
や
一
輪
深
き
淵
の
色 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

ぶ
ら
さ
が
る
毛
虫
吹
か
れ
て
次
の
枝 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

故
郷
の
方
言
懐
か
し
電
話
口 

中
島　

清
市
（
成
羽
町
吹
屋
出
身

）

　

親
父
似
の
ハ
ゲ
は
形
見
と
思
っ
て
る 

長
谷
川
祐
子
（
成
羽
町
下
原
）

　

激
戦
下
我
が 
青  
春 
む
な
し
六
十
年 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）

は 

る

垣元、垣上方面を望む


